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校内授業研究会Ⅰ（９月）の実践から

校内授業研究会Ⅱ（１２月）の実践から
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中学部研究のこれまでの流れ１



１ 中学部研究のこれまでの流れ
校内研究テーマ

「個別最適な学びの実現」を目指した授業づくり

～子供の学びをつなぐ「学習の個性化シート」活用の授業プラン～

【校内授業研究会Ⅰ（９月）】 音楽科「発表会をしよう」

▸ M－FOCUS（「個別の学習履歴」「ＧＫシート」）を活用した授業づくり

【校内授業研究会Ⅱ（１２月）】 作業学習（クラフト班）「販売会に向けて③」

▸ 生徒自身が考え、目的意識をもって活動に取り組む姿を引き出す授業づくり①
▸ 単元構成の大幅な見直し ▸ 学習者自身による学びの調整

【公開研究会 提供授業】 生活単元学習「私たちの街について知ろう（３年）／青葉山博士になろう（１・２年）」

▸ 生徒自身が考え、目的意識をもって活動に取り組む姿を引き出す授業づくり②
▸ 既存の単元のブラッシュアップ → 新しい単元の構想 ▸ 多様な他者とかかわり「世界」を広げる



校内授業研究会Ⅰ（９月）の実践から２
音楽科「発表会をしよう」



２ 校内授業研Ⅰ（９月） ─「個別最適な学び」の捉え─

個別最適な学び

その子供にとってちょうどよい課題 × その子供にとって学びやすい学び方

個別の学習履歴の達成度 × 日々録に基づいたGKシート

本時の目標 × 本時の手立て

・自力でできる 〈達成〉
・支援があればできる 〈概ね達成〉
・まだできない 〈未達成〉

ここ→

M-FOCUS

指導案



２ 校内授業研Ⅰ（９月） ─ M-FOCUSの活用例 ─

個別の学習履歴の達成度 × 日々録に基づいたGKシート
M-FOCUS

研究紀要における対象生徒Fの場合

・「器楽」の項目については、中学部１段階
が概ね達成。

・「強弱の違い」や「音色の違い」などが課
題となっている。

・「多重知能」の項目における「論理数学的
知能」が高い。

・「配慮事項」として、数字や時間などへの
関心の高さが挙げられている。

【本時の目標】

▸ 曲想に合った音の強弱に気を付けながら
大太鼓を演奏することができる。

【本時の手立て】

▸ 強弱の付け方など、演奏の正確さを点数
で伝え、意欲を高めたり、今後の演奏で
気を付けたりすることができるようにする。

※対象生徒２名のみ「GKシート」を作成



２ 校内授業研Ⅰ（９月） ─ M-FOCUSの活用例 ─

個別の学習履歴の達成度 × 日々録に基づいたGKシート
M-FOCUS

研究紀要における対象生徒Fの場合

・「器楽」の項目については、中学部１段階
が概ね達成。

・「強弱の違い」や「音色の違い」などが課
題となっている。

・「多重知能」の項目における「論理数学的
知能」が高い。

・「配慮事項」として、数字や時間などへの
関心の高さが挙げられている。

【本時の目標】

▸ 曲想に合った音の強弱に気を付けながら
大太鼓を演奏することができる。

【本時の手立て】

▸ 音の強弱を「80%の力」など数値で示す
ことでイメージをもてるようにし、自分で
音の強弱をコントロールできるようにする。

※対象生徒２名のみ「GKシート」を作成

学部内での
指導案検討

変更



２ 校内授業研Ⅰ（９月） ─ M-FOCUSの活用例 ─

リズム譜のスライド教材

→ →

「Aメロは、他の楽器の音も聴こえるよう
に優しい音で」

「リズムが切り替わるところは、一番強い
音で」

「他の楽器への合図にもなるように」

「サビは、元気よく」

「でも、乱暴な音にならないように」

【結果】
▸ パート練習の場面では、T１の合図やスライド教材を頼りにしながら、強弱を付けて大太鼓を演奏することができた。
▸ 一斉演奏の場面では、周囲の音や友達の動きを気にしてしまい、強弱を付けて大太鼓を演奏することに意識を向け

続けることが難しかった。



２ 校内授業研Ⅰ（９月） ─成果と課題─

M-FOCUS

【成果】
▸ 「個別の学習履歴」や「ＧＫシート」を活用することで、「目標」や「手立て」がより

洗練されたものになった。特に「手立て」については、他の学習場面にも応用する
ことができそうな「その子供の本質」に迫るものとなった。

〈例〉 言葉では表現しにくい感覚を、本人が理解しやすい数値に置き換えて、自分自身でコントロールできるようにする。

【課題】
▸ 生徒Fに対しては、音の強弱を数値で示すという手立ての方向性はよかったものの、

一斉演奏の場面でも音の強弱に意識を向けることができるような更なる手立てを
講じる必要があった。



校内授業研究会Ⅱ（１２月）の実践から３
作業学習「販売会をしよう③」



３ 校内授業研Ⅱ（１２月） ─授業づくりに当たって─

生徒自身が考え、目的意識をもって
活動に取り組む姿を引き出す

M－FOCUSを活用した「目標」と「手立て」の設定に加えて…

※「学習者自身による学びの調整」という視点



３ 校内授業研Ⅱ（１２月） ─授業づくりの考え方─

【学習者、教材、教師の関係構造（石井英真『授業づくりの深め方』）】

教 師

知 識

学習者

伝達

① ②

教 師

知 識

学習者

対象世界

学習環境（リソース・
共同体・文化など）

対話
指導 対話

対話

学習環境のデザイン

・一方向的な知識の伝達

・正答主義の学習観

・子供と教材との「対話」を促進（facilitate）

・子供と教師による知の共同追求



３ 校内授業研Ⅱ（１２月） ─授業づくりの考え方─

「よりよい製品づくり」を目指して、生徒自身が考え、活動
する姿（学習者自身による学びの選択・調整）を引き出す。

学部内での
話し合い

研究主任など
への相談

よりよい製品づくり

・ アンケートの振り返り
・ アンケート調査
・ モニター調査（インタビュー）
・ 話し合い
・ 試作品づくり

学習活動 手立て

▸ 各活動のワークシート
▸ 選択カード
▸ 質問カード
▸ 作業日誌…など

目的意識

生徒する自身が
考え活動する姿



３ 校内授業研Ⅱ（１２月） ─単元構成の大幅な見直し─

【R３ 校内授業研Ⅱの単元構成】
小単元名 時数 主な学習内容

第１次
オリエンテー
ション

２ ・大学販売会の開催について、日時や場所等を知る。
・校内販売会の振り返りを行い、製品の改善点を検討する。

第２次
キャンドルホル
ダー作ろう！

２０
（１９／２０）

本時

・キャンドルホルダーを製作する。
・工程ごとに製品の質をチェックする。
・製作した製品の在庫数を確認する。

第３次
販売会に向けて ６

・２グループに分かれて接客の練習を行う。
・製品の質について最終確認を行う。
・販売会に必要な物品を確認し、準備する。

作業製品販売会 ３ ・大学販売会で、作業製品の販売を行う。

第４次
事後学習 ７ ・販売会の振り返りを行う。

小単元名 時数 主な学習内容

第１次
製品を作る目的
とは？

６
・第４期の作業学習についての話を聞く。
・改めて作業製品を作る目的について確認する。
・製品に工夫や改善を加える必要があることを知る。

第２次
よりよい製品を
作ろう！ １８

（１６／１８）
本時

・今までの製品づくりについて難しかったところ、疑問点などを挙
げて、班で共有する。
・ふとくまつりの購入者のアンケートを振り返ったり、購入者にイ
ンタビューを行ったりする。
・アンケートやインタビューで得た意見をまとめる。
・手順表を参考に、改善点に注意しながら試作品づくりを行う。
・改良した試作品を基に、話合いを行う。
・製品の改良版を完成させる。

第３次
販売会に向けて ７ ・販売会に向けて、改良製品の製作を行う。

・接客のマナーやルールについて練習する。

作業製品販売会 ３ ・大学販売会で、改良したバゲージタグの販売を行う。

第４次
次年度に向けて １８ ・次年度に向けての予定を確認する。

・作業学習において大切なことをまとめる。

【R４ 校内授業研Ⅱの単元構成】

・前回の販売会を振り返り、製品の改善
点を検討する時間は設定されているも
のの、時数の多くが作業製品の製作に
充てられている単元構成
→ 「生徒自身の考え」を引き出すこと

が難しい

・よりよい製品づくりを目指して…
▸前回の販売会のアンケートの振り返り
▸アンケート調査
▸モニター調査（インタビュー）
▸話し合い
▸試作品の製作

→ よりよい製品について考えるための
材料を段階的に収集



３ 校内授業研Ⅱ（１２月） ─ M-FOCUSの活用例 ─

個別の学習履歴の達成度 × 日々録に基づいたGKシート
M-FOCUS

研究紀要における生徒Bの場合

・「聞くこと・話すこと」ウの項目については、
中学部１段階が概ね達成。

・自分の考えを伝える場面で、自信がもてず
に何度も教師に確認を求めることが課題。

・「継時処理」が優位で、短い言葉による指
示が通りやすい。

・「多重知能」における「対人的知能」が高
い。

【本時の目標】

▸ 自信をもって思いや考えを相手に伝えるこ
とができる。

【本時の手立て】

▸ 自分がどう考え、何を発言したいのかを教
師と相談し、メモに書き出して整理してか
ら発言できるようにする。

※学習集団６名全員の「GKシート」を作成

【結果】
▸ 事前にメモを準備することで、改良製品の工夫点などについて、自信をもって発表することができた。
▸ その後、大学販売会を終えての学部全体での振り返りの場面で、事前に発表したい内容をメモに書き出して整理し、

発表に臨む姿も見られた。



３ 校内授業研Ⅱ（１２月） ─完成した改良製品─

「アンケート」「インタビュー」「話し合い」の結果を基に、「色」「形」「大きさ」のバリエーションを増やした。

改良前

改良後

・「形」や「大きさ」が１種類のみ。
・「色」のバリエーションが少ない。
・本体とベルトが同色。



３ 校内授業研Ⅱ（１２月） ─成果と課題─

【成果】
▸ 「よりよい製品づくり」を目指して、「アンケート」「インタビュー」「話合い」「試作品

づくり」などの活動に、生徒と教師が共同追求的に取り組む姿が見られた。

▸ 単元での学びを通して得られた自分自身の「得意」についての気付きを、他の学
習場面の中でも生かそうとする姿が見られるようになった。

〈例〉 発表の前に「簡単なメモを作成しておくと自分はできる」という気付きを、他の学習場面の中でも実践する姿…など。

【課題】
▸ 単元構成を大幅に見直したことで、生徒自身の考えや、目的意識をもって活動に

取り組む姿を引き出すことができた一方で、実際に製品を製作する時間がかなり
少なくなってしまった。

※１年間（４期）の活動の中で、「製品の製作」に重点を置く期間や、「製品の改良・開発」に重点を置く期間などを設定
していくことで対応。



提供授業について４
生活単元学習「私たちの街について知ろう」



４ 提供授業 ─新しい単元を構想するに当たって─

既存の単元をブラッシュアップし、生徒
と教師が共同追求的に学習に取り組
む単元をつくれないだろうか？

社会科の視点を取り入れ、「オリジナル
マップづくり」などの活動を中心に据え
てみるのもおもしろいのではないか。

新年度の早い段階で、調べ学習やインタ
ビューなどの活動を経験しておくと、その
後の学習活動にも生きるのではないか。

実地踏査やインタビューなどを通して
いろいろな人とかかわり、生徒の
「世界」を広げられる単元にしたい。



４ 提供授業 ─新しい単元を構想するに当たって─

既存の単元をブラッシュアップし、生徒
と教師が共同追求的に学習に取り組
む単元をつくれないだろうか？

社会科の視点を取り入れ、「オリジナル
マップづくり」などの活動を中心に据え
てみるのもおもしろいのではないか。

新年度の早い段階で、調べ学習やインタ
ビューなどの活動を経験しておくと、その
後の学習活動にも生きるのではないか。

実地踏査やインタビューなどを通して
いろいろな人とかかわり、生徒の
「世界」を広げられる単元にしたい。

生活単元学習

「青葉山博士になろう（１・２年）」「私たちの街について知ろう（３年）」
※社会科や国語科における「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力等」に重点を置いた学習活動



４ 提供授業 ─単元の段階性─

１年 ２年 ３年

宮城教育大学の
様子

青葉山周辺の様子

仙台市の様子



３ 提供授業 ─授業づくりの考え方─

学部内での
話し合い

研究主任など
への相談

仙台市について知ろう
（食・交通・歴史）

・ 調べ学習
・ 電話依頼
・ 実地踏査
・ インタビュー
・ オリジナルマップづくり
・ 発表会

学習活動 手立て

▸ 各活動のワークシート
▸ 見本動画
▸ 写真による選択
▸ 電話依頼の練習
▸ 活動日誌の工夫…など

目的意識

生徒する自身が
考え活動する姿



３ 提供授業 ─授業づくりの考え方─

学部内での
話し合い

研究主任など
への相談

仙台市について知ろう
（食・交通・歴史）

・ 調べ学習
・ 電話依頼
・ 実地踏査
・ インタビュー
・ オリジナルマップづくり
・ 発表会

学習活動 手立て

▸ 各活動のワークシート
▸ 見本動画
▸ 写真による選択
▸ 電話依頼の練習
▸ 活動日誌の工夫…など

目的意識

生徒する自身が
考え活動する姿

いろいろな人と
かかわって
自分の世界を
広げる



３ 提供授業 ─ M-FOCUSの活用例 ─

個別の学習履歴の達成度 × 日々録に基づいたGKシート
M-FOCUS

対象生徒Fの場合

・「聞くこと・話すこと」エの項目については、
中学部２段階が概ね達成。

・「声の大きさ」や「話す速さ」などが課題に
なっている。

・「視覚優位」であり、写真やイラストを提示
すると理解しやすい。

・「継時処理」が優位であり、活動の流れを
一つずつ明確に示すと取り組みやすい。

【本時の目標】

▸ 相手に伝わるように発音や声の大きさ、速
さに気を付けて話したり、必要な話し方を
工夫したりすることができる。

【本時の手立て】

▸ 適切な話し方を示した動画を視聴するこ
とで、場に応じた発表のスキルを身に付
けることができるようにする。

※外部からの新入生を除く１５名の「GKシート」を作成

【１２月以降の様子】
▸ 音楽や体育など、中学部合同での学習活動で、「感想発表」などを進んで行うことが増えた。
▸ 学級や作業班など、小集団での活動場面では、「声の大きさ」に気を付けて話そうとする姿が見られるが、学部集

会など、集団が大きくなると「声の大きさ」がやや小さくなってしまう様子が見られる。



４ 提供授業 ─学習者自身による学びの調整─

▸ ワークシート
▸ 見本動画
（インタビュー、発表…など）

▸ 写真による選択…など

▸ 教師からのフィードバック
（対話、称賛、価値付け…など）

▸ ペア学習…など

▸ 活動日誌の工夫

【自己調整学習のサイクル】
※バリー・J・ジマーマンらによる図式を木村明憲『自己

調整学習』における用語を参考に整理したもの。

課題を次の目標につなげるために

生徒全員が活動に参加できるように生徒が自分の「得意」に気付けるように



公開研究会 分科会テーマ

① 「個別最適な学び」の実現を目指した“授業づくり”の工夫について
ちょうどよい課題 × 学びやすい学び方

② 生徒自身が考え、目的意識をもって活動に取り組む姿を引き出すための工夫
について

※いずれも、所属校における指導の実際や課題なども含めて意見を交流
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